
ニュースリリース 2021/06/30 

<配信先> 在名古屋報道各社 

文部科学記者会 

科学記者会 

 

 

＜発信元＞  名城大学 渉外部 広報課 
〒468-8502 名古屋市天白区塩釜口一丁目 501 番地 

TEL.052-838-2006 FAX.052-833-9494／ E-mail：kouhou@ccmails.meijo-u.ac.jp 

 

薬学部衛生化学研究室の神野透人教授らが、

新型コロナウイルス デルタ株のスクリーニン

グを愛知県と共同で実施することが決まりまし

た。(写真は研究室の PCR 検査装置を使いパソコ

ン画面で融解曲線の違いを調べる神野教授） 

最近、WHO*1によって 3種類のインド株（旧称）

の分類が見直され、L452R の他に T478K の変異を

もつ変異株（B.1.617.2 株）のみが「懸念される

変異株（VOC）」に分類され、デルタ株と呼ばれる

ようになりました。 

一方、L452R と W484Q の変異をもつ別の旧インド株（B.1.617.1 株、カッパー株）は「注目される変異

株（VOI）」とされ、監視の重要度が引き下げられることとなりました。 

L452R のみのスクリーニングでは、デルタ株の他にカッパ株やカリフォルニア株も

混ざって検出されてしまうため、「デルタ株等」として標記されています。そこで、神

野教授らは、デルタ株に特徴的な T478K の変異を HRM（高分解能融解曲線）分析法*2で

検出することにより、N501Y 変異株よりも感染力が 1.6 倍強いとされるデルタ株

（B.1.617.2 株）のみを選択的に検出することに成功しました（詳細は QR コード）。 

さらに、最近、デルタ株に K417N（ベータ株（旧称 南アフリカ株）に存在するものと同じ変異）が加

わった新たなデルタプラス株（B.1.617.2.1 株）も検出されつつあります。神野教授らの研究グループは、

ベータ株の K417N とガンマ株（旧称 ブラジル株）の K417T の両変異を同時に識別する方法を既に開発し

ていますので、新たなデルタプラス株も HRM 分析法で識別可能です。 

スクリーニングの共同実施は 6月 30 日から。神野教授は「デルタ株（等）の感染拡大が世界的に懸念

される中で、愛知県において VOC 変異株の感染動向を詳細、かつ迅速に調査できることの意義は大きい。

県民の安心、安全の確保に多少なりとも貢献できるのではないか」と話しています。 

*1 World Health Organization, Weekly epidemiological update on COVID-19 - 1 June 2021. 

(https://www.who.int/publications/m/item/weekly-epidemiological-update-on-covid-19---1-june-

2021) 

*2 Aoki A, Mori Y, Okamoto Y, Jinno H (2021) Development of a genotyping platform for SARS-

CoV-2 variants using high-resolution melting analysis. Journal of Infection and Chemotherapy, 

in press (https://doi.org/10.1016/j.jiac.2021.06.007) 

新たに デルタプラス株 にも対応 
HRM 法による新型コロナウイルス変異株 

スクリーニングがいよいよ社会実装へ 


